
新しい総合事業

第2回 事業者説明会
〜居宅介護⽀援事業所〜

日時：平成29年2月13日（月）13時30分〜
会場：大仙市 仙北ふれあい⽂化センター
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資料３資料３資料３資料３



3.⼤曲仙北広域における総合事業について 介護保険事務所

4.受付から介護予防ケアマネジメントまでについて [資料１][資料２]

5.契約について 大仙市

6.サービスの利⽤について

7.実績の届出について 美郷町

8.請求明細と支払について

9.事業所が準備することについて 仙北市

2



5.契約について
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新たに
地域包括支援
センター
との契約が
必要となります

平成29292929年4444月1111日から

総合事業を実施することにより

4444月以降 新たに

地域包括支援センターと

業務委託先との契約が

必要となります。

大仙大仙大仙大仙市市市市

仙北市仙北市仙北市仙北市

美郷町美郷町美郷町美郷町
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現在サービスを利⽤している⽅との
契約について

介護保険更新申請をする場合

認定結果で要支援認定となった

利⽤者の⽅々と

チェックリストを実施する場合

チェックリストで

該当となった利⽤者の⽅々と
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の締結を⾏う。



６．サービス利⽤について
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サービス利用までのながれサービス利用までのながれサービス利用までのながれサービス利用までのながれ

給付のみ・給付と総合事業 総合事業のみ

週3回のヘルプ
週2回のデイ
申請希望者

介護認定申請

要介護

１～５

要支援１

要支援２
非該当

（自立） 基本チェックリスト実施

介護サービス計画 介護予防サービス計画

該当 非該当（自立）

介護予防

ケアマネジメント

介護サービス利用 介護予防サービス利用

＜相談窓口＜相談窓口＜相談窓口＜相談窓口 ＞・地域包括支援センター＞・地域包括支援センター＞・地域包括支援センター＞・地域包括支援センター ・介護保険窓口・介護保険窓口・介護保険窓口・介護保険窓口

介護予防・生活支援

サービス事業

一般介護予

防事業

相談の目的や希望するサービ
スの聞き取り

総合事業介護給付 介護予防給付

□介護予防サービス計画作成
□介護予防ケアマネジメント
依頼（変更）届出書を提出

担当包括が訪問（チェックリ
スト確認）

介護認定申請かチェックリス
ト実施するかの振り分け

包括と契約

アセスメント→ケアプラン作
成→サービス担当者会議

サービス開始
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事業対象者について

事業対象者とは 事業対象者が事業対象者が事業対象者が事業対象者が
利用できるサービス利用できるサービス利用できるサービス利用できるサービス

認定有効期間

■65歳以上

■「基本チェックリスト」の実

施により判定された方
〜チェックリストでは⼼⾝の状況、

その置かれている環境、その他の
状況から、要支援(要介護）状
態となることを予防するための援
助を⾏う必要があると判定され

ます〜

事業対象者が利⽤できるサービ

スについては、介護予防ケ
アマネジメントに基づい
て利⽤することとなります。

事業対象者としての認定有効期

間の設定はありませんが、介護
予防ケアマネジメントの
計画期間は1年とします。
評価、モニタリングの実施により
適宜、計画の更新・変更や認定

申請につなげてください。
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７．実績の届出について
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総合事業
への移⾏に
伴い・・・
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サービスコード表についての留意点

■一回ごとの単価が設定され
ていますが、状況に応じて月
額単価も用いられることにな

ります。

(例）

週１回の現行相当通所介護
の利用者が、５週ある月の
ため、月５回利用した場合

など…

■現行相当のサービスについては、

「みなし指定を受けている事業所」と、

「平成２７年４月１日以降に開設した事業所」とでは、

コードが異なります。

11



サービスコードの数が
多くなりましたが、

主に使われるものは、
次のものと想定されます。
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訪問型サービス（現行相当）の算定フロー訪問型サービス（現行相当）の算定フロー訪問型サービス（現行相当）の算定フロー訪問型サービス（現行相当）の算定フロー

（事業対象者・要支援１・２）

利用実績/月

月４回まで

月５回以上 １，１６８単位／月

２６６単位／回週１回程度

プランに位置づけら

れた利用頻度
算定単位数

月１３回以上 ３，７０４単位／月

月９回以上 ２，３３５単位／月

週２回程度

（事業対象者・要支援１・２）

月８回まで ２７０単位／回

訪問型サービス訪問型サービス訪問型サービス訪問型サービス

【現行相当】【現行相当】【現行相当】【現行相当】

週２回を超える

程度
月１２回まで ２８５単位／回

（事業対象者・要支援２）

サービスコード

Ａ１　　１２１１

Ａ１　　２６２１

Ａ１　　１３２１

Ａ２　　２５１１

Ａ２　　１２１１

Ａ２　　２６２１

Ａ２　　１３２１

Ａ１　　２４１１

Ａ１　　１１１１

Ａ２　　２４１１

Ａ２　　１１１１

Ａ１　　２５１１

あり なし

みなし指定
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訪問型サービス（基準緩和型）の算定フロー訪問型サービス（基準緩和型）の算定フロー訪問型サービス（基準緩和型）の算定フロー訪問型サービス（基準緩和型）の算定フロー

※訪問型サービス（基準緩和型）は、月４回を原則とし、ケアマネジメントで必要と認めた場合月１２回までを上限としているため、月１３回以上のサービスコード

は設定していません。

プランに位置づけら

れた利用頻度
利用実績/月 算定単位数

週１回程度 月４回まで ２１２単位／回

（事業対象者・要支援１・２）

訪問型サービス訪問型サービス訪問型サービス訪問型サービス

【基準緩和型】【基準緩和型】【基準緩和型】【基準緩和型】

月５回以上 原則原則原則原則　算定できません

週２回程度 月８回まで ２１６単位／回

（事業対象者・要支援１・２）

月９回以上 原則原則原則原則　算定できません

週２回を超える

程度
月１２回まで ２２８単位／回

（事業対象者・要支援２）

月１３回以上 算定できません

Ａ２　　２６３１

-

サービスコード

-

Ａ２　２５２１

-

Ａ２　　２４２１

週２回程度利用にケ

アプランを変更のう

え、２１６単位（A2：

2521）での算定も可。

週２回を超える利用

にケアプランを変更

のうえ、２２８単位

（A2：2631）での算定

も可。

（要支援１は変更不

可）
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通所型サービス（現行相当）の算定フロー通所型サービス（現行相当）の算定フロー通所型サービス（現行相当）の算定フロー通所型サービス（現行相当）の算定フロー

Ａ５　　１１２３ Ａ６　　１１２３

Ａ５　　１１２３ Ａ６　　１１２３

Ａ５　　１１２１ Ａ６　　１１２１

Ａ５　　１１２１ Ａ６　　１１２１

Ａ５　　１１１３ Ａ６　　１１１３

Ａ５　　１１１１ Ａ６　　１１１１

３７８単位／回

対象者区分

事業対象者

プランに位置づけら

れた利用頻度

サービスコード

みなし指定

あり なし

Ａ５　　１１１３ Ａ６　　１１１３

Ａ５　　１１１１ Ａ６　　１１１１

Ａ５　　１１２３ Ａ６　　１１２３

Ａ５　　１１２３ Ａ６　　１１２３

月５回以上 １，６４７単位／月

週２回程度 月４回まで 原則原則原則原則　３８９単位／回

利用実績/月 算定単位数

週１回程度 月４回まで ３７８単位／回

月５回から８回 ３８９単位／回

月９回以上 ３，３７７単位／月

通所型サービス通所型サービス通所型サービス通所型サービス

【現行相当】【現行相当】【現行相当】【現行相当】

要支援１

月５回以上 １，６４７単位／月

要支援２ 月４回まで ３８９単位／回

月５回から８回 ３８９単位／回

月９回以上 ３，３７７単位／月

月４回まで

週１回程度利用にケアプランを変更の

うえ、３７８単位（A5orA6：1113）での算

定も可。
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通所型サービス（基準緩和型）の算定フロー通所型サービス（基準緩和型）の算定フロー通所型サービス（基準緩和型）の算定フロー通所型サービス（基準緩和型）の算定フロー

※通所型サービス（基準緩和型）の上限回数は月４回までとなっているため、月5回以上のサービスコードは設定していません。

通所型サービス通所型サービス通所型サービス通所型サービス

【基準緩和型】【基準緩和型】【基準緩和型】【基準緩和型】

事業対象者

要支援１

要支援２

月５回以上

週１回程度 月４回まで

算定できません

月４回まで ３１０単位／回

月５回以上 算定できません

３１０単位／回

月５回以上 算定できません

月４回まで ３１０単位／回

対象者区分
プランに位置づけら

れた利用頻度
利用実績/月 算定単位数 サービスコード

-

Ａ６　　１２１３

-

Ａ６　　１２１３

-

Ａ６　　１２１３



具体的に
イメージして
みましょう。

■ケース１

要支援１の認定を受け、

みなし指定を受けた事業所で、

現⾏相当の訪問介護を

毎週⽕曜⽇利⽤します。

この利⽤者の利⽤票を作成する場合、

用いられるサービスコードは、

どれになりますか？
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要支援１
みなし指定を受けた事業所
現⾏相当の訪問介護
毎週火曜日→週１回利⽤

火曜日が月４回ある

月ならば…

火曜日が月５回

ある月ならば…
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A1 ２４１１

266単位×4回

A1 １１１１

1,168単位／月



具体的に
イメージして
みましょう。

■ケース２

要支援２の認定を受け、

みなし指定を受けた事業所で、

現⾏相当の通所介護を

月・木の週2回利⽤します。

7月は月曜日が月5回、木曜日が月4回あり、

計9回の利⽤になります。

この利⽤者の利⽤票を作成する場合、

用いられるサービスコードは、

どれになりますか？
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月…5回／木…4回

計9回

当初、計9回の利⽤を予定し
ていましたが、風邪をひき、計7
回の利⽤になりました。

この場合、実績に用いられる
サービスコードは、どれになりま
すか？
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A5 １１２１

3,377単位／月

要支援2
みなし指定を受けた事業所
現⾏相当の通所介護 週2回

A5 １１２３

389単位×7回



ケアマネの
皆様に
お願いです。
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いつも

お願いしていることですが、

実績にも
別表を添付
願います。



８．請求明細と支払について
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別紙のフロー図と説明資料をご参照別紙のフロー図と説明資料をご参照別紙のフロー図と説明資料をご参照別紙のフロー図と説明資料をご参照
くださいくださいくださいください
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利用者が事業のみ利用する場合

④⑨指定事業者を連絡
⑤みなし指定事業者を連絡

①審査支払業務を委託

②総合事業開始月を連絡

③サービスごとの単価等を設定・連絡

⑩受給者を連絡

⑮事業費を請求

⑯事業費を支払い

 ⑫給付管理票を提出

⑥介護予防ケアマネジメント

　　　利用票 提供票　作成

⑦サービス実施

⑧利用料支払（利用者負担分）

④指定事業者を決定

指定事業者要支援者　　　　事業対象者

利用者

⑰
l
1
事
業
費
を
支
払

⑪
事
業
費
を
請
求

地域包括支援センター

基
本
チ

ェ
ッ

ク

リ
ス
ト
実
施

委託先居宅介護支援事業所

　　　提供票（実績）

⑰-2事業費（介護予防ケアマネジメント費）を支払

⑬-1事業費（介護予防ケアマネジメント費）を請求

⑰-2事業費（介護予防ケアマネジメント費）を支払

⑬-2事業費（介護予防ケアマネジメント費）を請求

都道府県

介護保険事務所

（保険者）
国保連合会

⑭審査

要
支
援
認
定
申
請
結
果
通
知

要
支
援
認
定
申
請

基
本
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
実
施

要
支
援
認
定
申
請
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利用者が予防給付と事業を利用する場合

④⑨指定事業者を連絡

⑤みなし指定事業者を連絡

①審査支払業務を委託

②総合事業開始月を連絡

③サービスごとの単価等を設定・連絡

⑩受給者を連絡

⑮予防給付及び事業費を請求

⑯予防給付及び事業費を支払い

 ⑫給付管理票を提出

⑥介護予防ケアマネジメント

　　　利用票 提供票　作成

⑦サービス実施

⑧利用料支払（利用者負担分）

⑦サービス実施

⑧利用料支払（利用者負担分）

④指定事業者を決定

⑭審査

⑬-2介護予防支援費を請求

⑰-2介護予防支援費を支払

⑪
予

防
給

付
を

請

求

⑰
l

1
事

業
費

を

支
払

　　　提供票（実績）

都道府県

指定事業所

（総合事業）

介護保険事務所

（保険者）

⑰-2介護予防支援費を支払

⑬-1介護予防支援費を請求

委託先居宅介護支援事業所

地域包括支援センター

指定事業者

（予防給付）

⑪
事

業
費

を
請

求

要
支

援

認
定

申
請

要
支

援
認

定
申

請

結
果

通
知

要
支

援
認

定
申

請

⑰
l

1
予

防
給

付

を
支

払

要支援者

利用者

国保連合会



9.事業所が準備することについて
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総合事業スタートまでの準備

１．法⼈の定款の変更および事業所の運営規程等の変更

「介護予防・日常生活支援総合事業」は、「介護予防サービス」とは別のサービスです。

そのため、法⼈の定款の変更や事業所の運営規程及び重要事項説明書の作成等が必要で
す。

(1)法人の定款

次の記⼊例を参考に、総合事業を⾏う旨を新たに位置付けてください。

「介護保険法に基づく居宅介護⽀援事業、介護予防⽀援事業

または第1号介護予防支援事業」

※医療法⼈や社会福祉法⼈等の所管庁・監督官庁のある法⼈は、定款の記載の⽂⾔や

定款変更の認可の⼿続きについて、各所管庁・監督官庁にご確認ください。
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総合事業スタートまでの準備

(2)運営規程

総合事業のサービスを⾏う場合、運営規程・重要事項説明書・利⽤契約書

等に記載のサービスを修正します。

(例えば…） これまでの 「介護予防支援」

「介護保険法に基づく介護予防支援事業または第1号介護予防支

援事業」
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2.システムのバージョンアップ

■事業者情報・サービスコード

のシステムへの登録

■4月1⽇から総合事業へ移⾏する利⽤者の

提供票・利⽤票の作成の追加
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総合事業スタートまでの準備



これからの
スケジュール

■総合事業パンフレットの配布

(広報に折込み各⼾配布）

■居宅介護⽀援事業所との介護予防⽀援・
第1号介護予防支援事業の業務委託契約

■総合事業参入事業所の一覧とサービスコー
ドの公表

■利⽤者との介護予防⽀援・第1号介護予
防支援契約

■Q＆Aの公表
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本日は
ありがとう
ございました。
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